
      

市では毎年、予算・決算などの財政状況を公表し、

市民の皆さんから納めていただいた税金がどのよう

に使われているのかをお知らせしています。 

今回は、平成24年度決算の概要などをお知らせし

ます。 【財政課】

              

                

                  

地方交付税 77億円（24.1％） 

人口や税収などに応じて国から配

分されるお金 

市税 69億円（21.5％）

前年の所得や所有する土地などに

応じて市民から納めてもらう税金

や会社からの法人税 

市債 64億円（20.0％）

財政収入の不足を補う借入金 

国庫支出金 31億円（9.7％）

国から配分されるお金 

繰入金 18億円（5.6％）

貯金や他会計からの繰入金 

県支出金 16億円（5.0％）

県から配分されるお金 

その他 45億円（14.1%）

ごみ処理手数料や寄付金、施設使

用料や分担金など 

普通建設事業費 
59億円（18.7％）

道路や施設の建設、また大規模改

修経費など 

人件費 52億円（16.4％）

職員給与・議員報酬など 

補助費等 42億円（13.3％）

各種団体などに対する補助金・負

担金など 

扶助費 41億円（13.0％）

児童・高齢者・生活困窮者を援助

するなど住民福祉を支えるための

経費 

繰出金 35億円（11.1％）

特別会計や基金へ支出したお金な

ど 

公債費 30億円（9.5％）

借金（市債）の償還金 

その他 57億円（18.0％）

物件費・維持補修費・災害復旧事

業費など 

歳入総額 320 億円 歳出総額 316 億円

あやの台小学校建設に伴う南海

電鉄からの開発協力金（寄付金）

がありました 

公共 下 水 道 事業 特 別 会 計へ 約

10億円、介護保険と後期高齢者

医療特別会計へそれぞれ約8億

円の繰り出しを行いました 

財源不足を補う借金や橋本市土

地開発公社を解散するため、そ

の負債分の借り入れを行い、前

年度と比べ約24億円増加しま

した 

橋本市土地開発公社を解散する

ため、金融機関からの借金（約

13億円）を肩代わりしたことな

どにより、前年度と比べ約14

億円増加しました 

あやの台小学校や保健福祉セン

ターの新築、小中学校の耐震補

強工事などにより前年度と比べ

約20億円増加しました 

景気悪化などによる法人税の減

少や、評価替えに伴う固定資産

税の減少などにより、前年度と

比べ約2億円減少しました 

平成24年6月22日および7月

7日の豪雨災害の復旧事業費な

どを支出しました 

市民１人当たりの

サービス約48万円
平成24年度末住民基本

台帳登録者数より算出

市民１人当たりの 

負担約10万円 
平成24年度末住民基本 

台帳登録者数より算出 
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市
の
一
年
間
の
お
金
の
使
い
方
を
ま
と
め
た
当
初
予
算
が
完
成
し
ま
し
た
。 

市
の
財
政
事
情
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政
改
革
推
進
計
画
に

基
づ
き
職
員
数
や
事
務
経
費
を
削
減
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
度
の
全
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
17
億
４
，
４
８
９

万
３
千
円
（
率
に
し
て
３
．
３
％
）
増
の
５
４
１
億
９
，
４
１
２
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
４
．
６
％
増
の
２
６
２
億
１
，
９
９
２
万
８
千
円
、
特
別

会
計
は
３
．
１
％
増
の
１
７
６
億
４
，
８
０
３
万
８
千
円
、
企
業
会
計
は
０
．
６
％
増

の
１
０
３
億
２
，
６
１
５
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

【
財
政
課
】

      

    

 

主
な
事
業
と
し
て
、
た
め
池
ハ
ザ
ー 

市
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正
に
よ

り
平
成

26
年
度
か
ら
個
人
市
民
税
の
均

、
大

 

金
な
ど
の
特
定
目
的
基
金
を
取
り
崩
し
た高

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
防
災
対
策
を
図

る
と
と
も
に
、
平
成

27
年
４
月
開
園
予

定
の
橋
本
こ
ど
も
園
・
応
其
こ
ど
も
園
の

建
設
工
事
費
や
（
仮
称
）
山
田
地
区
公
民

館
の
建
設
工
事
費
を
計
上
す
る
な
ど
、

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
「
活
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
若
者
が
定
住

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
緑
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
柱
と
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

等
割
の
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や

軽
自
動
車
税
の
件
数
増
加
な
ど
を
勘
案
し

増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
２
つ
の
こ
ど
も
園
の
建
設
や

（
仮
称
）
山
田
地
区
公
民
館
の
建
設
等

型
公
共
事
業
の
実
施
に
伴
い
市
債
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
割
合
の
高
い
地
方
債
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負

担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
た
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

   

    

基
金
は
、
財
政
調
整
基
金
や
特
定
事

業
の
た
め
に
積
み
立
て
た
地
域
づ
く
り
基

こ
と
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
を

補
う
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
や

大
型
公
共
事
業
の
実
施
に
伴
い
市
債
残

は
増
加
し
て
い
ま
す
。 
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一般会計  262億1,992万8千円 

（対前年度比 4.6％増） 

特別会計  176億4,803万8千円 

（対前年度比 3.1％増） 

企業会計  103億2,615万9千円 

（対前年度比 0.6％増） 

全 会 計  541億9,412万5千円 

（対前年度比 3.3％増） 
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H24年度 H25年度

（見込）

H26年

（見込

H24年度 H25年度 

（見込） 

H26年度

（見込） 

（億（億円） 金残高市債残高 円） 基

度

）
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平成 26 年度 当初予算 

                                    

                                    

                             

総務費 

26億6,935万4千円

歳入総額 
262億1,992万8千円 

地方交付税 

77億5,000万円 

国庫支出金 

24億1,275万4千円 

県支出金 

17億8,716万1千円 

民生費 

99億3,584万2千円

教育費 

24億9,666万2千円

衛生費 

30億6,821万7千円

円

市税 

67億6,800万円 

市債 

38億8,350万円 

公債費 

33億7,663万2千円

土木費 

2,324億 58万9千円

その他 11億6,373万4千

繰入金 12億5,269万3千円 

譲与税及び各種交付金 

10億2,880万円

 
262億1,992万8千円

歳出総額

地方交付税 ＋2億円

普通交付税＋2億円により 

＋2.6％

10億8,589万8千円

その他 13 3,702億 万円 

商工・農林水産業費 

市税 ＋1億1,550万8千円

市民税、軽自動車税の増加、

固

よ

定

り

資産

 ＋

税

1.7

の減

％ 

少傾向などに

市債 ＋9億6,660万円

こども園の建設など大型公共

事業の実施により ＋33.1％

教育費 ＋3,389万5千円 

増加などにより ＋1.4％ 

（仮

設や

称

国

）山

体開

田

催

地区

準備

公

関

民館

連経

の

費

建

の

土木費 △4億4,610万3千円 

公共下水道事業や土地区画整

理事業への繰出金の減少など

により △15.5％ 

民生費 
＋13億8,947万6千円

こ ど も 園 の 建 設 事 業 、 （ 仮

称）さつき保育園新設に伴う

補助金により ＋16.3％ 

商工・

り 

＋4.1％

農林水産業費 
＋4,289万9千円

ため池整備事業費、観光施設

整備事業費などの増加によ

県支出金 ＋3億3,184万円

（仮称）さつき保育園

伴う補助金や国体リハーサル

大会に伴う補助金などの増加

により ＋22.8％ 

新設に
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11
億
８
，
３
９
２
万
８
千
円 

平
成

27
年
４
月
に
開
園
予
定
で
あ
る

「
橋
本
こ
ど
も
園
」
お
よ
び
「
応
其
こ
ど

も
園
」
の
建
設
工
事
費
、
備
品
購
入
費
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

S

平
成
24
年
に
開
園
し
た
す
み
だ
こ
ど
も
園 

 

 

２
，
９
８
８
万
６
千
円 

城
山
小
学
校
区
の
学
童
利
用
者
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
城
山
小
学
校
の
敷

地
内
に
第
２
学
童
保
育
所
を
新
築
し
ま
す
。 

 

１
億
１
，
９
７
７
万
９
千
円 

さ
つ
き
台
に
民
間
保
育
所
の
新
築
が

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
保
育
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
た
め
の
補
助
金
を
計
上
し
て

い
ま
す
。 

 

 

２
億
３
，
０
８
０
万
４
千
円 

老
朽
化
し
て
い
る
西
部
地
区
公
民
館

を
（
仮
称
）
山
田
地
区
公
民
館
と
し
て
新

築
す
る
た
め
の
建
設
工
事
費
、
備
品
購
入

費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
（
平
成
27
年

４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
） 

 

S

（
仮
称
）
山
田
地
区
公
民
館
の
完
成
予
想
図

（
実
際
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

 ３
，
５
０
０
万
円 

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
南
海
地

震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
の
備
え
と
し

て
、
た
め
池
等
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
の
危
険

性
を
市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、
地
域
住

民
と
協
働
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
作
成

を
行
い
ま
す
。 
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３
，
３
０
０
万
円 

地
震
・
水
害
等
に
よ
る
道
路
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
道
路
・
橋
梁

き
ょ
う
り
ょ
う

・
ト
ン
ネ
ル
の
劣

化
が
激
し
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
修
繕
を
実

施
し
ま
す
。 

 

 

２
，
４
７
５
万
５
千
円 

大
谷
川
の
改
修
工
事
及
び
岸
上
川
の

浸
水
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
各
河
川
の
浸
水
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

排
水
ポ
ン
プ
を
５
台
購
入
し
ま
す
。 

 

 

１
，
０
０
０
万
円 

市
内
の
都
市
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
等
を
行
う
も
の
で
、
ス
ロ
ー
プ
、

手
す
り
の
設
置
、
段
差
解
消
な
ど
を
行
う

工
事
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

 

２
，
９
５
８
万
５
千
円 

平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
従
来
の
３

ル
ー
ト
（
東
・
中
・
西
）
に
加
え
て
、
北

ル
ー
ト
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。 

 

１
億
５
，
３
４
１
万
２
千
円 

国
道
３
７
１
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
海

御
幸
辻
駅
及
び
杉
村
公
園
へ
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
御
幸
辻
駅
前
広
場
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
杉
村
公
園
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
ま
す
。 

 

 

６
，
０
０
０
万
円 

あ
や
の
台
北
部
用
地
（
隅
田
町
山
内
・

平
野
地
区
）
を
企
業
誘
致
用
地
と
し
て
開

発
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
南
海
電
気
鉄
道

株
式
会
社
・
和
歌
山
県
・
橋
本
市
の
三
者

が
協
力
し
て
実
施
す
る
基
本
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
度
は
、
全
体
事
業
費
や
分
譲

価
格
等
を
試
算
し
、
採
算
性
の
と
れ
る
手

法
を
検
討
す
る
た
め
の
基
本
計
画
の
策
定

委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

 

５
，
５
８
５
万
２
千
円 

現
在
工
事
中
の
紀
の
川
左
岸
広
域
農

道
沿
い
（
南
馬
場
地
内
）
に
新
た
な
観
光

交
流
拠
点
と
し
て
、
あ
ず
ま
や
・
駐
車
場
・

ト
イ
レ
等
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
直
売

所
建
設
に
対
す
る
補
助
金
も
計
上
し
て
い

ま
す
。 

 

２
，
９
１
１
万
３
千
円 

清
水
の
隠
れ
谷
池
は
、
紀
州
製
竿
組
合

の
研
究
池
で
す
が
、
一
般
の
方
に
も
開
放

さ
れ
て
気
軽
に
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
が
楽
し
め

ま
す
。
平
成
25
年
３
月
に
国
の
伝
統
的
工

芸
品
と
な
っ
た
地
場
産
業
「
紀
州
へ
ら
竿
」

促
進
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然

を
楽
し
め
る
観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
ト
イ

レ
・
桟
橋
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

 

 

３
９
９
万
８
千
円 

世
界
的
な
数
学
者
で
、
本
市
最
初
の
名

誉
市
民
で
あ
る
故
岡
潔
博
士
の
偉
業
を
伝

承
し
、
将
来
を
担
う
若
者
に
橋
本
市
民
と

し
て
の
誇
り
や
夢
を
与
え
る
た
め
、
杉
村

公
園
内
に
記
念
館
を
建
設
し
ま
す
。
平
成

30
年
度
完
成
に
向
け
て
基
本
設
計
委
託

料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

 

１
５
１
万
９
千
円 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
ｍ

平
泳
ぎ
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
本
市
の
名
誉

市
民
で
あ
る
故
兵
藤

ひ

ょ

う

ど

う

（
旧
姓 

前
畑
）
秀

子
氏
の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、
パ

ネ
ル
展
等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
前
畑
秀
子
・
古
川

ふ

る

か

わ

勝
ま

さ

る

記
念

水
泳
大
会
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
招
く

た
め
の
関
連
経
費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。 
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